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現状、制度の周知が保育実習に来た学生を対象としているため、より多くのキッズサポーター雇用のため、制度の周知
方法を検討する。
現状の方法（保育実習生への制度周知）に加え、保育学科等のある学校に対しても積極的に制度周知を図り、応募者、雇
用者の拡大に努める。

令和７年度 詳細評価シート
事業番号 B1302

事務事業名 キッズサポーター事業（一般事務事業） 事業期間 令和３年度

事
業
の
概
要
・
展
開

小牧市まちづくり推進計画
（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

13
展開
方向

令和３年度から、保育園で保育補助をするサポーターとして、保育学科に在籍し、保育士を目指している学生の雇用を開始した。学生に実際の保育現場を体験してもらうことで、学生が資質や能力を向上させる上
での大学等との連携や、正規保育士の雇用へとつなげること、また、保育士が手薄な夕方の時間帯に補助してもらうことで、保育士の負担軽減を図ることを目的としている。
各年度において、公立各園に配置ができるよう保育実習生に案内している。

～ 令和９年度以降

担当部 こども未来部 担当課・担当係 幼児教育・保育課　幼児教育・保育係

1

事業の目的・効果

人手不足が深刻な保育士の負担を軽減するために、保育学科等に在籍し保育士を目指して
いる学生を雇用し、保育現場の負担軽減を図る。
あわせて、学生に実際の保育現場を体験し、経験を積んでもらうことにより、学生の資質向
上や大学等との連携を図りつつ、正規保育士の雇用へとつなげることを目指すもの。

事業概要 保育実習を履修した学生を雇用し、公立保育園で保育士の補助を行う。

事業の経緯
・

年度計画

3 目 4 大 2 中2 事業区分 その他（評価対象） 款 3 項

事
業
費

項目 単位等 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

その他

会計年度任用職員 人

Ｒ6 Ｒ7

直接経費
決算額

財源
一般財源

千円

2,084 1,419 1,944

計（Ａ） 2,084 1,419 1,944 1,035

1,035

国・県支出金

予算額 千円 4,600 4,320 3,456 3,420 2,880

対前年比 ％ ― 68.09% 137.00% 53.24%

事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 2,385 1,720 2,245 1,336

人件費（Ｂ） 千円 301 301 301 301

人件費
0.04正規職員 人 0.04 0.04 0.04

― ―

実績 5 3 4 6
指
標

指標ほか Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

成果指標

Ｒ6 Ｒ7

キッズサポーターのうち、正規保育士
採用試験を受験した人数

人
目標 ― ― ―

―

実績 8 7 8 6

目標 ― ―

事務事業評価による額事業の方向性

E（廃止）業務自体を無くせるか

― ―

0

R（入替・代替）手順や担当を変えられるか

C（結合）作業をまとめられるか

今後の
実施内容

保育現場の負担軽減、保育人材の確保につなげるため、継続して実施していく。
学生自身にとっても、保育現場で経験を重ねることで保育職への志を高め、学習意欲や就労意欲の
増進につながるよう、学生の自宅から近い馴染みのある保育園に配置を行うなど配慮を行う。

保育士が手薄になる夕方の時間帯にキッズサポーターの補助があることは、保育士の負担軽減効果
が高く、見守り体制の強化が図られた。
安全・安心な保育園運営を行うことにより、保育の質の向上に繋がったと考えている。

（令和６年度　雇用実績　　6名の内　6名が次年度以降に受験　）

事業の目的の
達成状況

及び
指標の

達成状況

No

No

Yes

事
業
の
実
施
状
況

S（単純化）もっと簡単にできるか

実施計画事業
評価対象年度

活動指標 キッズサポーターの雇用数 人

維　持（改　善）


